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1.3.音声 言 語 と文 字 言 語
1.1.で,言語 研 究 に お け る 音 声 言 語 の 重 要 性 を 明 らか にす るた め に,「理
論 的 あ る い は 実 際 的 を 問 わ ず,す べ て の 言 語 研 究 は,音 声 言 語 に 基 づ か な
け れ ぽ な ら な い 。」11とい うHenrySweetのThePracticalStzcdyof
Lαπ9襯9召 第7章 の 冒 頭 の 言 葉 を 引 用 した 。Sweetの こ の 言 語 研 究 に お け
る音 声 言 語 の 重 要 性 の 強 調 は,FerdinanddeSaussureのCoursede
linguistiquegenerateでは,言 語 学 の 対 象 は,話 され た 語(motparl6)
で あ る2}とい う主 張 に 発 展 す る。
ア メ リカ の 構 造 雷 語 学 で は,言 語=音 声 言 語 の 図 式 は,基 本 的 テ ー ゼ で
あ っ た 。LeonardBloom丘eldの「あ る 言 語 社 会(speech・community)で
な さ れ 得 る発 話(utterance)の総 体 が,そ の 言 語 社 会 の 言 語(language)
で あ る 。」3}とい う公 準(postulate)は,この 基 本 的 テ ー ゼ に 基 づ く主 張 で
あ る 。
しか し,1.1.で概 観 した 音 声 言 語 に 関 す る諸 説 か ら も明 らか な よ うに,
言 語=音 声 言 語 の 図 式 は,す べ て の学 者 に よ っ て 主 張 され た わ け で は な
い 。 こ の 図 式 と異 な った 説 を 述 べ た 学 者 は,HaroldE・Palmerであ る 。
Palmerは,外 国 語 教 育 とい う応 用 言 語 学 の0分 野 に お け る理 論 を 建 設
す る た め に,Saussureの言 語 活 動(langage)は,言 語(langue)と言
(parole)の二 面 か ら 組 織 され る とい う理 論 に 基 づ い て,言 語 を 言 語 体 系
(languageascode)と言 語 運 用(languageasspeech)に分 け た 。 そ し
て 外 国 語 教 育 に お い て は,言 語(langue),す な わ ち,言 語 体 系 よ り も言
(parole),すな わ ち,言 語 運 用 を 考 察 の 対 象 と した の で あ った 。 換 言 す れ
ぽ}Palmerは,Saussureの 雷 う 「言 の 言 語 学 」(1inguistquedela
parole)の考 究 を 目指 した の で あ った 。
雷 語 体 系(languageascode)は,Palmerの定 義 に 従 え ば,共 通 の 理
解 を 確 保 す るた め に,言 語 運 用(languageasspeech)の使 用 者 の 社 会 化
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され た集団に よって採用 された組織化 された約束(convention)の総体で
あ る。 また言語運用(languageasspeech)とは,一 個人が他人に一定の
概念(す なわ ち,思 想,概 念あ るいは感情)を(身 振 り,言 語音,あ るい
は文字記号に よって)伝 達す る(communicate)際に含 まれ る心的(men-
tal)および身体的活動(physicalactivities)の総体である4f。
言語運用は,第 一次伝達(primaryspeech)と第二次伝達(secondary
speech)から成 る。第一次伝達 は,第 一次伝達経路(primaryspeechcir-
cuit),すなわち,「概念一→ 聴覚像一→ 発声作用一→聴覚作用一→聴覚像
一→概念」 とい う口述 ・聴取経路(speaking-hearingcircuit)の過程 に
よって遂行 され る。 これ は,音 声言語の言語活動 にな る。
第二次伝達は,第 二次伝達経路(secondaryspeechcircuit),すなわち,
「概念一 →聴覚像一 →記述像一→記述作用一→ 記述視覚作用 一→ 記述視覚
像一 →聴覚像一→概 念」 とい う書写 ・読解経路(writing-readingcircuit)
の過程 に よって遂行 され る。 これは,文 字言語 の言語活動である。
Palmerにおいては,以 上 の概観 に よって明 らかな ように,言 語=音 声
言語 ではな くf言 語 は,先 ず言語体系 と言語運用の面 に区分 され る。音声
言語は,言 語運用 を構成す る第一次伝達 として位置付け られ る。文字言語
は,言 語運用を構成す る第二次伝達 として位置付け られ る。 これを図示す
れば次 の よ うになる。
」?
? 語麟繍菱=灘:謙
Palmerは,上述の ように,言 語を言語体系 と言語運用に分け,音 声言
語 を第一次伝達 として,ま た文字言語を第二次伝達 と して特徴付け るこ と
に よって,そ の相異 を明 らか に した の で あ る。 音声言語(spokenIan-
guage)を特徴付け るものは,言 語音(speechsound)のみではな く,言
語音を含む第一次伝達経路全体の過程機構 である。 同様に文字言語(writ-
tenlangUage)を特徴付け るものは,文 字記号(WrittenSign)のみで
はな く,文 字記号を含む第二次伝達経路全体 の過程機構である。
Palmerにおいては,Saussureの言語(langue)はlanguage,言
(parole)はspeechに置 き換/..られ る。更 に言語(langue,language)は,
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言語体系(languageascode)i雷(parole,speech)は言語運用(lan-
guageasspeech)と言 い直 され る。言語運用 は,更 に音声言語(spoken
language)と文字 言語(writtenlanguage)に分け られ るのであるがs
言語体系に よる思想を伝達す る行為(act)で ある。 言語体系 は,言 語運
用がそれ に よって遂行 され る符号方式(code)であ る。符号方式 としての
言語体系は,音 声言語 と文字言語の双方で 用 い ら れ る5)。す な わ ち,
Palmerでは,音 声言語 の符号方式 と文字言語 の符 号方式は同一一である と
考え られ てい る。
時枝誠記 も過程的構造 を以 ・)て言語 の本質 と考え る言語過程観,す なわ
ち,言 の言語学 の立場 に立つ。そ してSaussureの主張す る概念 と聴覚映
像 との連合 した精神的実体(entit6psychique)である言語(1angue)は,
言語活動 におけ る継起的過程中に位置を 占め る… 部分的過程である として
い る6f。
時枝誠記は,言 語 の過程的構造を,(1)表現者 の遂行過程,(2)空 間伝
達過程,(3)理 解者 の受容過程 の三つ の部分に分け ている。表 現者 の遂行
過程は,音 声言語 にあ っては,(1)表 現素材 である事物事柄 を概念的に把
握す る第 一次過程,(2)概 念を聴覚映像 に連合 させ る第二次過程f(3)概
念 と連合 した聴覚映像を音声 に結 びつけ る第三次過程か ら成 る71。これは,
Palmerの第一次伝達経路 の前半 に相当す るものである。理解者 の受容過
程 は,表 現者 の遂行過程 と逆 の順序にな る。
時枝誠記は,Palmerの第二次伝達経路 の前半 に相当す る文字言語 にお
け る表現者 の遂 行過程を,(A)表 現素材であ る事物事柄を概 念的に把握す
る第 一次過程,概 念を聴 覚映像に連合 させ る第二次過程,概 念 と連合 した
聴覚映像を音声 に結 びつけ る第三次過程,音 声を文字 に結びつけ る第四次
過程 を形成す る場合,す な わ ち,「表現素材一 →概念 一→聴覚映像一 →音
声一 →文字」 とな る過程,(B)聴覚映像 よ り直 ちに文字 に移 る場合,す な
わ ち,「表現素材一→概念一 →聴覚映像一→文字」 とな る過程,(C)聴 覚映
像あ るいは音声 を経ず,概 念 より直 ちに文字 に移 る第二次程程 を形成す る
場合,す なわ ち,「表現素材一→ 概念一 →文字」 と な る過程 がある と述べ
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ている 。 そ して最後 の場合,す なわちi概 念 よ り直 ちに文字 に移 る第二
次 過程を形成す る場 合は,文 字 とい うよりは符号の性質を持つ場合であ る
としてい る91。
4荒 井 義 明
時 枝 誠 記 は,以 上 の 略 述 で 明 ら か な よ う]`Y,Palmerと同 様,言 語 過 程
観 す な わ ち 「言 の 言 語 学 」 の 立 場 を 採 って い る。 そ して,Saussureの
言 語(langue),Palmerの言 語 体 系(languageascode)を,言 語 活 動
に お け る継 起 的 過 程,換 言 す れ ば,Palmerの 第 一 次 お よび 第 二 次 伝 達 経
路 中 に位 置 を 占 め るr一 部 分 過 程 で あ る と して 明 確 に 捉 え て い る。
時 枝 誠 記 に あ って は,音 声 言 語 は,言 語(表 現 素 材 一 → 概 念 一一→聴 覚 映
像)一 → 音 声 一 → 言 語(聴 覚 映 像 一 →概 念 一 一・=表現 素 材)と い う過 程 的 構
造 を 有 す る。 文 字 言 語 は,言 語(表 現 素 材 一 →概 念 一 → 聴 覚 映 像)一 一→音
声 一一→文 字 一→ 音 声 一一→言 語(聴 覚 映 像 一→ 概 念 一 ・表 現 素 材)と い う過
程 的 構 造 を 有 す る。
時 枝 誠 記 は,音 声 …}語と文 字 言 語 を,Palmerと 同 様,過 程 的 構i造の 相
異 と して捉 え て い る 。 しか し,音 声 言 語 の 過 程 に 位 置 付 け られ る 「言 語 」
と文 字 言 語 の 過 程 に 位 置 付 け られ る 「言 語 」 との 相 異 に つ い て は,Palmer
と同 様,明 確 で は な い 。
HenryAllanGleason,Jr.は,∠肋Introductionto1)escriptive」Lin-
guisticsの第25章 で,r言 語(language)とい う用 語 は,言 語 学 的 文 脈 の
中 で 限 定(qualification)せず に 用 い られ た 時 に は,も っ ぱ ら 音 声 言 語
(vocallanguage),すな わ ち,話 し言 葉 に よ る コ ミュ ニ ケ ー シ ョソ(com-
municationbymeansofspeech)のた め に 留 保 さ れ るべ き で あ る。 文 字
言 語(writtenlangUage)とい う限 定 され た 用 語 は,本 章 で は,他 に 曖 昧
で な い 用 語 が な い の で,書 き言 葉 に 基 づ く コ ミ ュ ニ ケ0シ ョ ン の 全 体 系
(atotalsystemofcommunicationbasedonwriting)に対 して 用 い ら
れ る 。」10ｺと述 べ て い る。
こ こ で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ソの 全 体 系(atotalsystemofcommunica-
tion)とは 丁 伝 達 理 論(communicationtheory)で言 う,符 号 化 装 置
(encoder),チャ ソ ネ ル(channe1),符号 解 読 装 置(decorder)の三 つ か ら
構 成 され る伝 達 の 過 程(communicationprocess)を指 す 。 符 号 化 装 置
は,符 号 方 式(code),符号化(encoding)の過 程,送 信 機(transmitter)
か ら成 る。 符 号 解 読 装 置 は,受 信 機(receiver)と符 号 解 読(decodicg)の
過 程 か ら成 る111。
符 号 方 式(code)は,AndreMartinet編Lσlinguistique:Guide
alphabetiqueに従 え ば,言 語 単 位 と配 列 法 の 目録 で あ る121。これ は,狭
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義 の 言語,す な わ ち,Saussureの 言 語(1angue),Palmerの言 語 体 系
(languageascode)であ る。 従 っ て,伝 達 理 論 で は,時 枝 誠 記 と 同 様 に,
言 語(langue)は,符 号 方 式(code)と して,伝 達 の過 程 を 構 成 す る符
号 装 置 の一 部 と して 位 置 付 け られ る。
Gleasonの上 述 の 説 明 か ら,音 声 言 語(spokenlanguage>は,話し言
葉(speech)による コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン の 全 体 系,文 字 言 語(writtenian-
gUage)は,書 ぎ言 葉(Writing)に基 づ く コ ミュ ニ ケ ー シ3ン の全 体 系 と
定 義 づ け る こ とが で き る。
前 節1.2,で 音 声 言 語(spokenlanguage)と話 し言 葉(speech),文
字 言 語(writtenIanguage)と書 き言 葉(writing)を問 題 に して,諸 説
を 検 討 した が,そ れ ら に 関 して 明 晰 に(clear)して,判 明 な(distinct)
な概 念 を 得 る こ とが で き な か っ た 。
CharlesF.Hockettは,spokenlanguage=speech,writtenlanguage
=writingと考 え て い る よ うで あ った 。 服 部 四 郎 は,音 声 欝語=話 し言
葉,文 字 言 語=書 き 言 葉 と して い た 。
伝 達 理 論 に 基 づ い て 考 察 を 進 め る と,音 声 言 語 の 伝 達 過 程 に お け る チ ャ
ン ネ ル は,言 語 音(speechsound)であ る。 ま た 文 字 言 語 の 伝 達 過 程 に お
け る チ ャ ソ ネ ル は,書 記 形 態(writtenform)で あ る 。 そ して 話 し言 葉
(speech)と書 き言 葉(writing)はa音 声 言 語 と文 字 言 語 の 伝 達 過 程 に お
け る符 号 方 式(code)と 仮 定 す る こ とが で き よ う。
話 し言 葉(speech)と書 き言 葉(writing)を音 声 言 語 と文 字 言 語 の 伝
達 過 程 に お け る 符 号 方 式(code)と 限 定 す る と,音 声 言 語(spokenlan-
guage)は,「話 し言 葉(speech)と い う符 号 方 式(code)に 基 づ き,言
語 音(speechsound)と い うチ ャ ソ ネ ル に よ る コ ミュ ニ ケ ・一シ ョ ン の全
体 系 で あ る 。」 と再 定 義 で き る。 また 文 字 言 語(writtenlanguage)は,
「書 き言 葉(writing)とい う符 号 方 式 に 基 づ き,書 記 形 態(writtenfarm)
とい うチ ャ ン ネ ル に よ る コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ソの 全 体 系 で あ る 。」 と 再 定 義
す る こ と が で き る 。
伝 達 理 論 を 援 用 したGleasonの 理 論 は,Palmerの 言 語 運 用,時 枝 誠
記 の言 語 過 程 観 と 同 じ言 語 観 に立 つ も の で あ る が,両 者 の考 え 方 を 一 層 深
化 徹 底 化 した も の で あ る。Palmerと 時 枝 で は,音 声 言 語 と文 字 言 語 の 符
号 方 式(code)は,共 に 言 語(1angue,1anguageascode)であ っ て,
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区 別 が な か っ た 。 しか しGleasOnの 理 論 を 更 に 突 詰 め て 行 く と,音 声 言
語 と文 字 言 語 は,そ れ ぞ れ 話 し言 葉(speech)と書 き言 葉(writing)と
い う異 な る符 号 方 式(code)を 持 っ て い る こ とが 明 らか に な る 。
Gleasonは,既に 述 べ た よ うに,文 字 言 語(writtenlanguage)は,基
本 的 に は,音 声 言 語(spokenlanguage)の代 理(representation)であ
る が,そ れ が 正 確 な 反 映(exactreflection)にな っ て い る こ とは 極 め て
まれ で あ り,こ れ ら の 差 異 は,構 造 の す べ て の レヴ ェル,す な わ ち,音 韻
論,統 語 論,語 彙,お よび 文 体 に 見 出 され る と述 べ て い る13[。こ のGleason
の 説 明 に お け る 音 声 言 語(spokenlanguage)と文 字 言 語(writtenIan-
guage)は,符 号 方 式 と して の 話 し言 葉(speech)と書 き言 話(writing)
と解 さ な け れ ば な ら な い 。
そ の よ うに 解 釈 す る と,音 声 言 語 の 符 号 方 式 で あ る話 し 言 葉(speech)
と文 字 言 語 の 符 号 方 式 で あ る書 き言 葉(writing)は,互 に 異 な る も の で
あ る とい うこ と に な る 。 す な わ ち,Palmerの言 語 体 系,時 枝 の 言 語(lan-
gue)は,話 し言 葉(speech)と書 き言 葉(writing)の二 つ の 異 な る符 号
方 式 か ら構 成 され て い る こ とに な る。 そ して,話 し言 葉(speech)と書 き
言 葉(writing)は,そ れ を 構 成 して い る 音 韻,語 彙,統 語 法,文 体 の 全
で 相 異 な る も の で あ る とい う こ とに な る 。
こ の こ とか らGleasonは,「話 し言 葉(speech)と書 き言 葉(writing)
との 間 に は 密 接 な 関 係 が あ る。 そ の ど ち らを 扱 うの に も用 い 得 る よ うな 同
じ研 究 法 が 沢 山 あ る。 また 解 明 され る諸 構 造 も多 くの 点 で 類 似 して い る。
しか し,こ の 二 つ を た だ 一 つ の 研 究 部 門 の 枠 内 で 扱 お う とす れ ば,常 に 両
者 を 区 別 す る こ とが 絶 対 に 必 要 で あ る 。」14}と述 べ て,話 し一言葉(speech)
と書 き 言 葉(writing)は,音 声 言 語 と文 字 言語 の 符 号 方 式(code)と し
て,区 別 さ れ な け れ ば な ら な い とい うこ とを 明 らか に して い る。
Gleasonは,更に,「 書 き言 葉 の 体 系(writingsystem)は,研究 され
得 る 独 自 の 構 造(structure)を持 つ ば か りで は な く,書 き言 葉 の 体 系 と関
連 した 音 声 言 語 に お け る(普 通 は 音 韻 論 的 な)あ る構 造 との 間 の 関 係 に 関
す る 一 連 の 約 束 事(convention)があ る。 これ ら の 約 束 事 は,ま た 検 討 を
要 す る が,そ れ ぞ れ の 符 号 方 式(code)に 内在 す る(internal)約束 事 と
の これ ら の 関 係 を 混 同 す る こ とを 避 け る こ とは 絶 対 に 必 要 で あ る。 文 字 言
語 の 構i造(structuresinwrittenlanguage)と音 声 言 語 の 構 造(struc一
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turesinspokenlanguage)との 間 の これ ら の 関 係 を 適 合(負t)と 呼
ぶ 。」15}と述 べ て,話 し言 葉(speech)と書 き言 葉(writing)は,相 異 な
る 符 号 方 式(code)で あ る が,両 者 の 間 に は,あ る対 応 関 係 が あ る こ とを
指 摘 して い る 。
Gleasonは,文字 言 語 の 符 号方 式(code)に つ い て,充 分 に 確 立 した 標
準 文 字 言語(awellestablishedstandardwrittenlangua暮e)〔の 字窪号 方
式 と して の 誰 き 言葉(writing)〕は,高 度 の 斉 一 性 を 持 ち161,正書 法(or-
thography)の変 化 は 緩 慢 で あ る17)と指 摘 して い る。 こ れ に 対 して 話 し言
葉(speech)に関 す る 最 も 明 白 な 事 実 の 一 つ は,変 異 性(variability)で
あ る と述 べ て い る捌 。
Gleasonは,話 し言 葉(speech)の変 異 の 例 と してs地 理 的 方 言(geo-
graphicaldialect)と社 会 的 方 言(socialdialect)を挙 げ て い る191。社 会
的 方 言 は,教 養 語(cultivatedspeech),普通 語(commonspeech)・庶
民 語(folkspeech)の三 つ に 分 か れ る。 教 養 語 は,教 育 の あ る 都 会 化 され
た,そ して 通 例 中 流 な い し上 流 階 級 の 人 々 に 特 有 の 言 葉 で あ る。 普 通 語
はs教 養語 と庶 民 語 との 中 間 段 階 の 言 葉 で あ る 。 庶 民 語 は,孤 立 した 田 舎
の 人hに 特 有 の 言 葉 で,多 くの地 方 で 急 速 に 消 滅 して い る。 地 理 的 方 言 と
社 会 的 方 声 は 交 差 して お り,地 理 的 方 言 の 差 異 は,庶 民 語 に 最 も顕 著 で あ
る が,教 養 語 に お い て も地 域 的 変 異(regionalvariation)カミあ る2Ufa
こ の こ とか ら,文 字 言 語 の 符 号 方 式 で あ る 書 き言 葉(writing)は 斉 一
的 で あ る が,音 声 言語 の 符 号 方 式 で あ る 話 し言 語(speech)は・ 地 理 的 方
言 差 を 含 む 教 養 語,普 通 語 丁 庶 民 語 の 三 つ の 異 な る下 位 の 符 号方 式 に 分 か
れ る こ とに な る。
話 し手 は,社 会 的 地 位,出 身 地,年 令,性 別 な どに よ っ て,上 述 の 話 し
言 葉 の 下 位 の 符 号 方 式 の 幾 つ か を,聞 き手 と の 関 係s特 定 の 発 話(utter-
ance)の環 境 に 従 っ て,さ ま ざ ま に 使 い 分 け る。 そ の 結 果Gleasonが 指
摘 して い る よ うに,談 話 の レヴ ェ ル(levelofspeech)の差 異 とな って
現 わ れ る211。
LeonardBloomfieldは,複合 的 な 言 語 社 会(complexspeech-com・
munity)にお け る話 し言 葉 の 主 要 な 型(maintypeofspeech)を・ 既 に
述 べ た よ うに,(1)文 語 標 準 語(literarystandard),(2)口語 標 準 語
(colloquialstandard),(3)地方 的 標 準 語(provincialstandard),(4>亜




書 き言葉(writing)に用 い られ る。 口語標準語 は,特 権階級の話 し言葉
(speech)であ る。地方的標準語は,中 産階級の話 し言葉(speech)で,
地域に よって異 る。亜標準語は,下 層階級 に よって話 され,分 布状態は異
なるが,甚 だ しい地域 差はない。地 域方言は,最 も恵 まれない階級に よっ
て話 され,村 々に よって異 なる221。Bloomfieldのこの話 し言葉の主要 な
型の分 類はr地 理的方言 を含む社 会的方言の分類であ る。そ してGleason
に比べ て一層詳 しい。
Bloom丘eldのこの話 し言葉 の主要な型の分類は,発 話(utterance)の
分類であ るが,こ れを発話がそれ に基づ く符号方式(code)の分類 と見 る
ことがで きよう。
Gleasonにおいては,音 声言語 の符号方式 としての話 し言葉(speech)
と丈字言語の符号方式 としての書 き言葉(writing)はy原 則的に異 なる





fused)概念 で あ った。 これ らは,言 の言語学 の立場に立 って,伝 達理論
を援用す ることに よって,以 上考察 した ように,か な り明晰で判明な概念
にな った。
す なわち・話 し言葉(speech)は,音声言語(spokenlanguage)の符
号方式(code)として位 置付け られ ることに よって,音 声言語 との区別が
明瞭になった。そ して,音 声言語の符号方式 として の話 し言葉(speech>
は・Bloomfieldの五つ の主要 な型を持つ ことが明 らか にな った。 これに
よってその概念は一層判 明な もの となった。
書 き言葉(writing)は,文字言語(writtenIanguage)の符号方式
(code)として位置付け られ ることに よって,文 字言語 との区別 が明瞭 に
なった。 また文字言語の符号方式 としての書 き言葉 は,Bloom丘eldに従
えば,話 し言葉 の主要 な型の一つである言語標準語 と密接 な対応関係を持
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つ ことが明 らか にされた ことか ら,そ の概念は一層判明な ものにな った。
既に考 察 した よ うに,音 声言語(sp・kenlanguage)は,話し言葉
(speech)とい う符号方式(code)に基づ き,言 語音(speechsound)と
い うチ ャンネルに よる コ ミュニケーショソの全体系(atotalsystemof
communication)であ る と定義された。 また文 字言語(writtenlanguage)
は,書 き言葉(writing)とい う符号方式(code)に基づ き,書 記形態
(writtenform)とい うチ ャソネルに よる コ ミュケーシ ョソの全体系であ
る と定義 された。
この定義に よってa音 声 言語は,符 号方式 としての話 し言葉(speech)・
送信機 としての音声 器官 お よび神経組織 チ ャ ソ ネ ル と し て の言語音
(speechsound),受信機 としての聴覚器官 お よび聴覚神経組織か ら成る伝
達 の過程 として特徴付け られ る。 また文字言語 は,符 号方式 としての書 き
言葉(writing),送信機 としての手お よび運動神経組織 チ ャソネル とし
ての書記形態(writtenform),受信機 としての眼 お よび視覚神経組織か
ら成 る伝達過程 として特徴 付け られ る。
音声言語 と文字言語 は,伝 達 の過程(communicationprocess)として
考察す る時,そ の採 る過程は,上 述 の ように互 に相異 る ものであ る。 この
ことか ら,こ の二つ の概念 は,互 に区別 され,明 瞭になる。 またその過程
の段階がそれぞれ明 らかに された こ とに よ って,一 層判明な概念 とな っ
た。
以上の考察に よってなお不明な点は,お のおのの符号方式の構造,符 号
化(encording)の過程,符 号解読(decording)の過程 である。 これ らの
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HenryAllanGleason,Jr・が ,「言 語(language)とい う用 語 は,言
語 学 的 文 脈 の 中 で 限 定(qualification)せず に用 い られ た 時 に は ,も っ ぱ
ら音 声 言 語(vocallanguage),すな わ ち,話 し言 葉 に よ る コ ミュ ユ ケ,_.,..
シ ョ ン の た め に 留 保 され るべ きで あ る 。」1}と述 べ て い る こ とか ら窺 え る
よ うに,ア メ リカ の構 造 言 語 学 で は,言 語=音 声 言 語 の 図 式 が 基 本 的 テ ー
ゼ とな っ て い た 。
前 節 で の 考 察 か ら も明 らか な よ うに,音 声 言 語(spokenlanguage)は,
文 字 言 語(writtenlanguage)と対 立 す る概 念 で あ る。 そ して 音 声 言 語 も
文 字 言 語 も,そ れ ぞ れ 独 自 の 構 造 を 持 つ 伝 達 過 程(communicationpra
cess)として 捉 え 直 され た 。 これ は ,Saussureにお け る言 語 活 動(lan-
gage)に 対 応 す る もの で あ る。 従 って,言 語=音 声 言 語 とす る こ とは ,
言 語 と音 声 言 語 との概 念 を 区別 しな い こ と に な り,双 方 の概 念 を 不 明 な
(obscure)概念 に して しま う こ とに な る 。 そ こ で,言 語 に 関 す る説 を 概 観
す る こ とに よ って,言 語 の 概 念 を 明 らか に して み た い 。
プ ラ トン は,対 話 篇 「ク ラ チ ュ ・刈(κP且7〃oΣ)で ,言 語 に つ い
て 論 じて い る。 プ ラ トソ に 従 え ば,名(δ レoμα)は ,音 声(φ ωレつ,文 字
(ノ7ραμμα),綴 り(の λλαβの に よ る,事 物(π ρ5γμα)の 有 性(oδσ〆α)の 模
倣(ノμμησ`9)であ る2)。事 物 が 名 を 持 つ の は ,そ の 本 性(φ6αΩ に 即 して
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であ り,そ の名の形相(ε～δ09)が文字 と綴 りの中 に組み入れ られ るのであ
3)
る 。 立 派 に つ け られ た 名 は,事 物 に 合 致 した 文 字 を 持 た な け れ ぽ な らな
い 。 立 派 に 名 づ け(8りoμdζε`り)られ て い な い 名 は,大 部 分 は 事 物 に合 致 し,
類 似 して い る(riOμα09)文字 か らで き て い る が,し か し,-0部 に お い て 合 致
しな い 文 字 を 持 っ て い る4)。類 似 して い る 交 字 は も と よ り,類 似 して い な
い 文 字 で も,慣 習(5θ0Ω と約 束(ω レ砺 κη)と の 麦 え を 得 さ えす れ ば 表 示
す る こ とが で き る61。名 の 機 能 は,教 示 的 道 具(δ ごδασκαλ`κ伽]/opravov)で
あ り,有 性 に 従 っ て 事 物 を 区 別 す る(δ ζακρんε`レ)こと で あ る引。 言 表
(え6709)は}名(δッoμα)と 動 詞(ρ 卯 α)と の 結 合 体(σ6レθεσご9>であ る71。
そ して 言 表 の機 能 はa言 い 表 わ す(λ6γε`り)rすな わ ち,述 べ る(εψεの す
る こ とで あ るsi。
ギ リシ ャ語 で は,名(δ 〃oμα)は,(1)人 や 物 の 名 前(nameofaperson
orthing),(2)句(ρ加 α=phrase)に対 す る 語(word),(3)動詞(ρ 卯 α=
verb)に対 す る名 詞(noun)の 意 で 用 い られ た 。 「名@oμ α)は ,音 声,
文 字,綴 りに よ る事 物 の 有 性 の模 倣 で あ る 。」 と い う 文 脈 に お い て は 語
(word)とい う意 味 で 用 い られ て い る と解 釈 で き る。
¢cvvrjは,言語 音(thesoundofthevoice)の 意 味 で 用 い られ る。
ア諏 μμα は,動 詞 γ諏 φε`ンか ら派 生 し,元 来thatwhichisdrawnの 意
味 で あ る が,文 字(letter)の意 味 で 用 い られ る。 ω λλα両 は,several
letterstakentogethersoastoformonesound,すな わ ち 音 節(syllable)
の 意 味 で 用 い られ る。 πρ&アμα は,動 詞 πρ4σε`レ(=toachieve,tobein
acertainstateorcondition)から派 生 した 名 詞 で,元 来 行 為(deed,act)
の 意 味 で あ るがf出 来 事(occurrence),物(thing,concretereality)の
意 味 で 用 い られ る。oti6caは,固有 性(thatwhichisone'sownfproP・
erty),不変 の 実 体(immutablereality),本質(substance,essence)の
意 味 で 用 い られ る。 μ～μησ`gは,模 倣(imitation),模写(reproduction),
描 写(represen・tation)の意 味 で用 い られ る。
従 っ て,プ ラ トンの 「名 は,音 声,文 字,綴 りに よ る 事 物 の 有 性 の 模 倣
で あ る 。」 とい う命 題 は,「 語(word)は,言 語 音(speechsound)また
は 文 字(1etter)によっ て,出 来 事,状 態,物 な ど の 本 質(essence)を模
写 した もの で あ る 。」 とい う意 味 に 解 釈 で き る。 語 は,事 物 そ の も の の 表
示 で は な くr事 物 の 本 質(essence)ある い は 固 有 性(proPerty)の表 示 で
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あ り,命 名 の 作 用 は,音 ま た は 文 字 に よっ て 事 物 の 本 質 を 写 し取 る こ とに
あ る。
φ6αgは,origin,natureの意 味 を 持 つ がs事 物 の 本 質(naturalquality)
の 意 味 で も用 い られ る。 ε～δOgは,動 詞 εおεごり(=tosee)から派 生 した 名
詞 でs元 来 見 られ た る も の(thatwhichisseen)とい う意 味 で あ る。 プ
ラ トンで は ～δ諏 と同 じ意 味 で 用 い られ る 。 従 っ て φ6σ`gもε～δOgも,事
物 の 本 質 の 意 味 で 用 い られ る。
事 物 が 名 を 持 つ の は,そ の 本 質(φ6σζg,ε～δOg)に即 して で あ り,そ の 本
質 が 文 字 の 中 に 組 み 入 れ られ る の で あ る。 こ の こ とは,命 名 に 先 立 って,
事 物 の 本 質 が 存 在 す る こ と と,そ の 本 質 が 認 識 され て い な け れ ば な らな い
こ とを 意 味 す る。
Saussureは,「分 節(articulation)は,言連 鎖(chaineparlee)を音
節 に 下 位 区 分 す る こ とか,意 義 の連 鎖(chainedessignification)を意 義
単 位(unitesigni丘cation)に下 位 区 分 す る こ との い ず れ か を 指 す こ とが
可 能 で あ る。 ドイ ツ語 で は,「 分 節 され た 言 語 』(gegliederteSprache)は,
第 二 の 意 味 で 用 い られ る 。 こ の 第 二 の 定 義 に 即 して 言 え ば,人 間 に 生 得 で
あ る(naturel)のは,話 され る言 語 活 動(1angagepare)では な くて,
言 語(langue),すな わ ち 判 明 な 観 念(ideedistincte)に対 応 す る判 明 な
記 号 の体 系(systiemedesignesdistincts)を構 成 す る能 力 で あ る 。」9}と
述 べ て い る。 プ ラ トンの 主 張 す る 「命 名 は,認 識 され た 事 物 の 本 質 を 文 字
の 中 に組 み 入 れ る こ とで あ る 。」 とい う命 題 は,上 述 のSaussureの 考 え
方 に 対 応 す る もの で あ る。
δ`δασκαλ`κ69は,指 示 を 与 え る こ とが で き る(capableofg玉vingin-
struction)とい う意 味 で あ る。opravovは,道 具(instrument,imple-
ment,tool)とい う意 味 で あ る。 名 は,上 述 の よ うに,事 物 の 本 質 の 認 識
(γりωσ`9)によ って 創 られ る もの で あ る か ら,名 を 知 る こ とが 「事 物 を 知
る」 こ とに な る1ω。 そ して 名 の機 能 は,事 物 を 指 し示 し,そ の 事 物 の本 質
を 他 の事 物 の 本 質 か ら区 別 す る こ とに あ る。Saussureは,こ の こ とに 関
して,「 心 理 学 的 に は,語(mot)に よ る表 現 を 取 り去 る時,思 考(pensee)
はs無 定 形 な不 分 明 な 塊 に す ぎ な い 。 記 号 の 助 け な くて は,二 つ の 観 念
(idee)を明 晰 な,い つ も同 じ仕 方 で 識 別 す る こ とが で きな い で あ ろ うこ と
は 哲 学 者 も言 語 学 者 も常 に 認 め て い る 。」11}と述 べ て い る 。
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プラ トソは,上 述の ように,語 はr事 物の本質を表わす とい う自然説を
採 る。 しか し,語 に,立 派 に名付け られた語 と,立 派に名付け られ ていな
い語を認める。立派 に名付け られ て い な い語 は,大 部分は,事 物 に合致
し,類 似 してい る文字か らで きているが,___.部において合致 しない文字を
持つ とす る。そ して類似 してい る交字は もとより,類 似 していない文字で
も,慣 習(ξθOg)と約束(ω りθ旗η)との支えを得 さえすれ ば,表 示す るこ
とがで きるとして,人 為説 の立場 も放棄 してはいない。
プラ トソは,言 語 の単位 として言語音(φωレの と名(δッoμα)の 他 に,
更に大 きな単位 として文(Boras)を認 めてい る。そ して文 を名詞(δレoμα)
と動詞(にハρημα)との結合体 と定i義してい る。文 の機 能は,叙 述す るこ とで
ある。そ して文はr真(畝 η砺9)と 偽(ψεδδ09)の二重性を持つ としてい
る12)。
プラ トンの言語に関す る所説 を要約す る と,先 ず,言 語 は,音r文 字,
語,文 とい う基本単位 で構成 され る。語は,音 あるいは文字か ら構成 され
る。命名の機能は,事 物 の本質 を音あ るいは文字 で模倣す ることである。
語 の機能は}事 物 を指示 し,区 別す ることであ る。文は名詞 と動詞か ら成
り,そ の機能は,叙 述す ることであ る。 プラ トソの説におけ るT事 物 と語




ア リス トテ レス は,「 命 題 論 」(Deinterpretatione)で,「と こ ろ で 音声
〔声 に され る言 葉 〕(φωレの の うち に あ る様 態(π6θημα)は,霊 魂(ψ 曜 の
の うち に あ る 様 態 の 象 徴(σ6μβoλω)で あ り,書 か れ た も の は,音 声 の う
ち に あ る様 態 の 象 徴 で あ る。 そ して 文 字(γ ρ卿 ματα)が す ぺ て の 人hに
と っ て 同0で な い よ うに,ま た 音 声 も 〔す べ て の 人 々に と って 〕 同 一 で は
な い 。 け れ ど もそ れ ら の もの が,そ の しる し(σημε'oり)であ る と こ ろ の 最
初 の もの,す な わ ち 霊 魂 の 様 態 は,す べ て の 人 々に と っ て 同 一 で あ る 。 そ
して こ の 様 態 が そ れ ら の類 似 物(δμo面ματα)であ る と こ ろ の事 物(πρ∂γμα)
は も ち ろ ん 同 一 で あ る 。」x31と述 べ て い る。
ギ リ シ ャ語 の φω助 は,元 来 音(sound)の意 味 で あ る が,言 語 音(the
soundofthevoice),話し言葉(speech),発話(utterance)の意 味 で も
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用 い られ る。 上 述 の 引 用 に お い て はs発 話(utterance)の意 味 で 用 い られ
て い る と考sら れ る。 π6θημα は,出 来 事(occurrence)の意 味 で あ る。
ψひ卿 は,精 神(mind)の 意 味 で 用 い ら れ る。 σ6μβoλoりは,元 来 割 符
(tally)の意 味 で あ る が,同 一 で あ る こ との 証 明 に 役 立 つ し る し(anytoken
servingasproofofidentitiy)の意 味 で も用 い られ る。
ア リス トテ レス で は,上 述 の 引 用 か ら も明 らか な よ うに,音 声 言 語 と文
字 言 語 は,明 確 に 区 別 さ れ た 概 念,す な わ ち 明晰 な 概 念 で あ る 。 音 声 言 語
は,φ ω助 と φω助 の うち に あ る π凌θημα に分 け られ る。 φω助 は,発 話
(utterance)であ り,φω功 の うち に@)あ る π6θημα は,符 号 方 式 と し
て の 話 し言 葉(speech)と考 え られ る。 書 か れ た も の は,符 号 方 式 と して
の 話 し言 葉(speech)の象 徴(σ6μβoλOP)とさ れ る。 従 っ て,ア リス トテ
レス で は,音 声 言 語 と文 字 言 語 は,相 似 的 符 号 方 式 を 持 つ こ と に な る。 す
な わ ち,音 声 言 語 の 符 号 方 式 と して の 話 し言 葉(speech)は,霊 魂 の うち
に あ る πdθημα の 象 徴(σ6μβoλω)で あ る。 そ して 文 字 言 語 は,音 声 言 語
の 符 号 方 式 と して の 話 し言 葉(speech)の象 徴(σ6μβoえoン)であ る。 そ し
て 発 話(φ ωり〃)と 書 か れ た もの(γ ραφ6μεりα)はs霊 魂 の うち に あ る様 態
に 対 して,そ の し る し(σημεrω)とされ る。 霊 魂 の うち に あ る様 態(π6θημα)
は,事 物(π ραγμα)の 類 似 物(δμo面ματα)で あ る と され る。6μo如μ配 は,
よ く似 た 物(1ikeness,image)の意 味 で あ る。 従 っ て,霊 魂 の うち に あ る
様 態(π6θ ημα)は,事 物(π ρdγμα)そ の も の で は な く,そ の 類 似 物
(6μo如μα)な の で あ る。
ア リス トテ レス の 考 え た 符 号 方 式(code)と し て の 言 語(langue),す
な わ ち,音 声 の うち に あ る 様 態 と霊 魂 の うち に あ る様 態 と事 物 の三 者 の 関
























書 か れ た も の(γ ρφ6μαα)eし る し(ση飾 ど0の
ア リス トテ レスは,「名称(δレoμα)は,約 束(σひりθ加η)に よって意味を
もつ(σημαレτ`娩)音 声(φω励 で,時(xPVvos)を含 まない。(中略)そ
して 『約束 に よって』 とい うのは,名 称 の うち の どれ一つ 『自然(拶 σ`Ω
に よって』その ような ものであ るのではな くて,象 徴(σ6μβoλω)と な る
時に,そ の よ うな ものであ るのだか らであ る。」241と述ぺ ている。
この所説か ら二つ のこ とが明 らかにな る。そ の一 つは,既 に述べた よう
に,語(ovo,uua)は,音声(φω吻 と意味,す なわ ち音声の うちにあ る様
態(滅 θημα)とか ら構成 され る とい うこ とである。他 の…つは,音 声 と意
味 との結びつ きは 「約束 に よる」 とい うこ とであ る。
古代 ギ リシャにおいては,言 語は さなが ら事象の本性(φ6α9)を表わす
とい う自然説 と,言 語 は人間の規約(りoμ6g)に基づ くとい う人為説 があっ
た。 もし言語が事象 と必然的関係にあ る とすれ ぽ,す べての言語は同一 で
なければな らない。 しか しア リス トテ レスは,既 に引用 した ように 「文字
がすべての人 々に とって同一 でない ように,ま た音声 も 〔すべての人 々に
とって〕同一 で な い。」 と述べ てい る。すなわ ちすべての雷語が同一 でな
いのであるか ら,ア リス トテ レスはtそ の現実 に基づ いて,言 語は 「約束
に よる」 ものである とい う人為説 の立場を採 るのである。
ア リス トテ レスは,以 上述べた言語観に立 って,1.2.1.で概観 した よう
に,音 韻論,形 態論,統 語論 の原型 を展開 した のであ る。
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FerdinanddeSaussureは,言語 活 動 の 能 力(facultedulangue),言
語 活 動(1angage),言語(langue),言(parole)の四 者 を 区 別 して い る 。
言 語 活 動 の 能 力 とは,言 語(langue),すな わ ち,明 確 な 観 念(ideedis-
tincte)に対 応 す る 明 確 な 記 号 の 体 系(systさmedesignesdistinctes)を
構 成 す る 能 力 で あ る15)。
言 語 活 動(langage)は,心理 的 過 程,生 理 的 過 程,物 理 的 過 程 の 三 つ か
ら成 る。 話 し手 の脳 の 中 で,概 念(concept)と呼 ば れ る 意 識'lll実が,そ
の ノ
れ を表現す るのに役立つ 言語記号(signelinguistlque)の表象(represen-
tatiOn),すなわ ち,聴 覚映像(imageaCOuStiqUe)と連合す る。 これ が心
的過程である。 これ に生理的過程が随伴す る。す なわち,脳 は発声 器官 に
向か って,こ の映像 と相関的刺戟を伝達す る。次 に音波が話 し手の 口か ら
聞 き手の耳へ と伝播す る。 これが物理的過程である。聞 き手 においては,
この回路(circuit)は,逆の順序で展開 され る。耳か ら脳へ 音波の刺戟の
生理的伝達 が行われ る。脳 の中で,聴 覚映 像 とそれ に対応す る概念 との心
理 的連合が行われ る16}。
言語(langue)は,言語活動におけ る心理的過程 に よって,概 念 と聴覚
映像 とが結合 した言語記号の体系である171。言語は,言 語活動 のあ る一定
部分に過 ぎないか,全 く本質的な部分であ る。言語は,言 語活動の能力の
社会的所産(produitsocial)であ る と同時に,こ の能力の行使を個人に
許す ために社 会集団に よって採用 され た必要な慣習の総体(ensemblede
conventionsnecessarires)である181。言語は,言 の実践 に よって,同 一
社 会に属す る人間の中に貯蔵 された財宝であ り,各 人の脳の中に,あ るい




思想を言 い表わすために言語の規範を用い る際の組み合わせ,(2)話 し手
を して,こ の組 み合わせを表出す ることを可能な らしめる精神物理的機構
ノ 　 ヨの
くmecanismepsycho-physique)の二 つ が 区 別 で き る 。
Saussureにお い て は,以 上 の 概 念 か ら 明 らか な よ うに,言 語(langue)
は,言 語 活 動(langage)にお け る心 理 的 過 程 に お い て 概 念 と聴 覚 映 像 とが
結 合 した 言 語 記 号 の 体 系 お よび 文 法 体 系 と され る 。Saussureは,更 に 言
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語 記 号 間 の 関 係 に,統 合 関 係(rapportsyntagmatique)とa係(rap-
portassociatif)を区 別 す る。 統 合 関 係 は,言 語 記 号 の 線 的 特 質(caractさre
lin6aire)に基 づ く関 係 で,顕 在 的 で あ る。 連 合 関 係 は,陰 在 的 記 憶 系 列
の 中 に 潜 在 す る辞 項 を 連 結 す る関 係 で あ る211。
Saussureは,言語(1angue)を言 語 活 動(1angage)の心 理 的 過 程 と し
て 位 置 付 け,統 合 関 係 と連 合 関 係 を 有 す る言 語 記 号 の 体 系 と定 義 す る。 更
に,言 語 記 号(signeIinguistique)1ま,物(chose)と名(nom)を 連 結
す る の で は な く,概 念(concept)と聴 覚 映 像(imageacoustique)を結
合 す る も の で あ る と して い る劉 。 概 念 は,前 以 っ て 与 え られ た 観 念(idee
donneed'avance>では な く,全 く示 差 的 な(diff6rentie1)なもの で あ っ
て,内 容(contenu)に よ っ て積 極 的 に 定 義 さ れ る も の で は な く,体 系 の
他 の 辞 項(terme)と な す 対 立 関 係 に よっ て 消 極 的 に定 義 され る もの で あ
る とす る231。聴 覚 映 像 は,純 粋 に 物 理 的 事 実 で あ る 物 的 音 声(sOnma・
teriel)では な く,音 声 の 心 的 印 象(empreintepsychique)であ る24!。
そ れ ゆ え,言 語 記 号 は,概 念 と聴 覚 映 縁 の 二 面 を=有す る 心 的 実 在 体(entite
psychique)であ る捌 。
Saussureは,言語 活 動 の 研 究(etudedulangage)を二 つ の 部 門,す
な わ ち 言 語 の 言 語 学(linguistiquedelalangue)と言 の 言 語 学(linguis-
tiquedelaparole)に分 け て い る 。 言 語 の 言 語 学 の対 象 は,言 語(1angue)
で あ る。 書 の 言 語 学 の 対 象 は,言 語 活 動 の 個 人 的 な 部 分iす な わ ち,発 声
(phonation)を含 め た 言(parole)であ る26)。
Saussureは,更に 言 語 の 言 語 学 を 内 的 言 語 学(lin,guistiqueinterne)
と外 的 言 語 学(linguistiqueextrene)に分 け る。 内 的 言 語 学 はr言 語 の
組 織(organisme),すな わ ち 固 有 の 秩 序(ordrepropre)を持 つ 体 系(sys-
t壱me)を取 り扱 う27)。
Saussureにお い て は,言 語 記 号 は,概 念 と聴 覚 映 像 とを 結 合 し,記 号
体 系 の 中 で,対 立 関 係 か ら生 ず る概 念 的 差 異(differenceconceptuelle)
と音 的 差 異(differencephonique)を含 む も の で あ る2aｺ。そ こ で はs記 号
と物 との 関 係 は 不 明 で あ る。
C.K.OgdenとLA.Richardsは,TheMeaningofMeaningで,
「象 徴(symbol)と 指 示 物(referent)の間 に は,間 接 的 関 係 以 外 適 切 な
関 係 は な い 。 そ の 関 係 は,誰 か が 或 指 示 物 を 表 わ す た め に 象 徴 を 用 い る時
18 荒 井 義 明
に存在す る。す なわ ち,象 徴 と指示物は,直 接結びつけ られているのでは
な くaた だ三角形 の二辺を回 って間接 的に結びつけ られ てい るのであ る。」








Meaningで,「『名 称 』(name)とは,語(word)の 音 声 的 形 態(phonetic
shape),すな わ ち,そ れ を 構 成 す る音(sound)とア クセ ソ トの よ うな そ の
他 の 聴 覚 的 特 徴(acousticfeature)であ る。 『観 念 』(sense)とは,特 定
の 心 理 学 説 とは 関 係 な く一 般 的 に 用 い て 『名 称 』 が 聞 き 手 に 伝 え る 情 報
(information)であ る。 一 方 『物 』(thing)とは,OgdenとRichardsの
「指 示 物 』(referent),すな わ ち,話 題 に して い る非 言 語 的 特 徴(non-lin-
guisticfeature)また は 出来 事(event)で あ る 。」 と定 義 付 け た 上 で,
「指 示 物 」 を 言 語 学 の 領 域 外 に あ る もの と し て,考 察 の 対 象 か ら除 い て い
る。 そ の 上 で,「 名 称 」 と 「観 念 」 と の 間 に は,相 互 的 で 可 逆 的 な 関 係
(reciprocalandreversiblerelationship)があ る とす る。 そ して この 関 係
を 「意 味 」(meaning)と名 付 け る30}。こ のUllmannの 所 説 を 図 示 す る
と次 の よ うに な る。
meaning
name-一一 sense
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ErnstCassirerは,AnEssayonIVIanで,合 図(sign)と信 号(signal)
と象 徴(symbol)とを 区 別 して い る 。 そ して 信 号 は,物 理 的 な 存 在 の 世 界
(physicalworldofbeing)の一 部 で あ り,象 徴 は,人 間 の 意 味 の 世 界
(humanworldofmeaning)の一 部 で あ る。 信 号 は 操 作 者(operator)
で あ り,象 徴 は 指 示 者(designator)であ る と して い る311。
E・Cassirerのこ の考 え を 拡 充a展 開 したSusanneK .Langerは,
P痂1050ρ勿inaNewKeyで,「 象 徴 的 表 現(symbolism)は,人 間 に 特
有 で あ り,全 く動 物 性 の 水 準 を 超x?ﾄ い る精 神 生 活 を 解 く承 認 され た 鍵 で
あ る 。J321と述 べ て,合 図(sign)と 象 徴(symbo1)と の 相 違 を 次 の よ う
に 説 明 して い る。 す な わ ち,合 図(sign)と そ の 対 象(object)は,一 対
一 の相 関 関 係(one-to-onecorrelation)にあ る331
。 そ して 人 間 は,他 の す
べ て の 動 物 と異 な り,合 図(sign)を事 物(thing)を指 示 す る(indicate)
の み で な く,そ れ を 描 写 す る(represent)ため に も用 い る341。合 図 と対 象




これ に 対 して 象 徴(symbol)は 対 象(object)の代 理 人(proxy)で は
な く,対 象 の概 念(conception)の媒 体(vehicle)であ る 。 象 徴 が 直 接
に 意 味 す る(mean)の は,概 念(conception)であ っ て,事 物(thing)
で は な い3b}。名(name)と 事 物 との 複 雑 な 関 係 は,表 示(denotation)
あ る い は 適 用(application)であ る。 そ れ に 対 し て 語(word)の 概 念
(conception)との 関 係 は,含 意(connotation)であ る361。こ の象 徴 と概
念 と事 物 の 関 係 を 図 示 す る と次 の よ うに な る 。
connotedenote
symbolconception--thing
S・K・Langerは,言語 の機 能について,「言語の本来 の用途は,対 象の
命名(naming),固定化(丘xating),心燥化(conceiving)に存 し,し た
が って,語 の伝達 のための使用は,第 二義的,す なわ ち,よ り深い心理的
水準において既 に発現 した ものの実際的適用 ににす ぎない。」37)と述べて,
言語 の基本的機能は,象 徴(symbo1)による対象 の把握 であ り,そ の基礎
の上 に伝達の機能が発達 した ものであ るとしている。
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沢田允茂は,「言語 の本来 の機能を こ の よ うに情報 の伝達 にあ るとす る
ことは,一 見 ご く当然 の常識 であるか もしれ ない。 しか ししば しぼ見逃 さ
れてい るのは,言 語が コ ミュニケーシ ョソの手段であ るとい うことの半面
としての,世 界あ るいは風景の言語化 とい うこ とであ る。別な ことばで言
うな らぽ,言 語の もつ構造 に したが って私たちは環境の風景を構成す ると
い うことである。」38iと述 べ て,言 語の機能に,伝 達 と情報処理 の二つを
認める。
沢 田允茂は,人 間の環境世 界(Umwelt)を風景 と呼び391その風景 は・
「知覚の風景」401と「イ メ ー ジ」411から成 り立 っている とす る。そ して言
語は,こ の環境の風景に構造をあた える構成 の力 として働 い て い る とす
る42,。言語には,記 述的機能,説 明的機能,行 為的機能 の三 つがある431。
言語の記述的機能は,環 境 のなか の多 くの ものの知覚像 のなかか らあ る
一定 の規準 の もとで似ている ものを他 のもの と区別 して,呼 び方の分類を
おこない,こ の分類 のための クラスにつけ られた名前で,こ の クラスにメ
ンバ ーとして属す るものを呼ぶ ことである。言語記号 は,対 象 の分類 につ
け られた名称である。従 って,言 語 記号 とそれ が意味す る ところの もの と
の間には,知 覚像や イメージのば あいの よ うに 「似ている」 とい う関係は
441
存在 しない としてい る 。
沢 田允茂 の考 え方に従 って,ア リス トテ レスの言語の図式を翻訳す る と
次 の ようにな るであろ う。
イろ同ジ
//＼





人間の環境世界は,従 って,事 物(自 然)の 世 界1知 覚嫁,イ メージの
世界,言 語 の世 界の三重構造 を有 してい る。すなわち,人 間は,事 物 の世
界を知覚像に よって組織化 し,更 に想像力 に よ って 知覚像を拡大す るイ
メージに よって再組織す る。 そ して,言 語の世界は,知 覚像,イ メージの
世界 の符号方式 としての言語),rよる再組織化 された ものである。知覚像,
イメージの世界は,事 物の世界を覆 う知覚 お よび想像 力(あ るいは構想 力)
音声言語研究序説(2)
の網 であ り,言 語の世界は,
認識 の網である。
21
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